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第
1
章

広
瀬
川
創
生
プ
ラ
ン
と
は

　プランの元となった「広瀬川創生プラン素案河水千年の夢－広瀬川・
悠久の流れとまちづくり－」は理念上の計画期間を50年としており、こ
れまでのプランの計画期間は、平成17年（2005年）のプラン策定時、平
成27年（2015年）のプラン改定時ともに10年としておりました。これは
プラン全体の目標の達成状況や社会情勢の変化に伴う変更を行うための
ものであり、今回の改定プランについても、令和７年（2025年）度から
令和16年（2034年）度までの10年間とします。

SDGs（持続可能な開発目標）

　仙台市では令和2年（2020年）3月策定の「仙台市SDGs（持続可能な開発
目標）推進方針」により、仙台市基本計画をはじめとした各種計画策定の際
にSDGsを念頭に置いた取組みを推進しており、プランもその一つです。
　SDGsとは平成27年（2015年）9月の国連サミットで採択された「持続可能
な開発のための2030アジェンダ」に記載された令和12年（2030年）までに持
続可能でよりよい世界を目指す国際目標で、17のゴール・169のターゲット
を定めています。プランは、SDGsの達成にも貢献するため、基本目標と施
策の方向に関連する主なゴールを
示しました。SDGsを共通理念に
市民協働により取組事業を推進し
ていきます。

ダイバーシティの推進

　仙台市では令和６年（2024年）度に「仙台市ダイバーシティ推進指針」を策
定し、「仙台らしいダイバーシティまちづくり」を進めることとしました。
　人口減少や少子高齢化など、社会環境が大きく変化する中、安全・安心に
暮らせる環境を整え、すべてのひとが持てる力を発揮できるまちづくりが求
められています。プランにおきましても、推進指針の掲げる基本的理念を考
慮し、市民協働による取組みを推進していきます。

持続可能な開発目標（SDGs）

 4　計画期間
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■ 1　基本理念
■ 2　基本目標と施策の方向

第 2 章 目指す広瀬川の姿と目標
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1　  基本理念

　プランの目指す広瀬川の姿として、次の三つの理念を広瀬川創生に向けた基
本理念に位置付けます。

第
2
章

標
目
と
姿
の
川
瀬
広
す
指
目

悠久の流れ・広瀬川の自然環境の保全
～自然の恵みを育む“ふるさとの川”づくり～

基本目標 施策の方向

基本理念

ⅰ 河川環境の保全と向上 ① 広瀬川流域の自然環境の保全
② 広瀬川の清流の保全

基本理念 広瀬川と共生する暮らしの発見と創出
～治水・利水・環境のバランスがとれた川づくり・まちづくり～

基本目標 施策の方向

ⅱ 河川と共にある暮らしの実現 ③ 広瀬川の健全な水循環の推進
④ 広瀬川に関する学びの推進

基本理念 市民による連携と市民と行政との協働
～互いを尊重した協働の仕組みづくり～

基本目標 施策の方向

ⅳ 河川への関心向上 ⑧ 市民への情報発信
⑨ 広瀬川に関する催しの実施

基本目標 施策の方向

ⅴ 市民協働の仕組みづくり ⑩ 市民参画型事業の推進
⑪ 市民活動や団体の支援

基本目標
施策の方向

ⅲ 治水・利水・親水の推進
⑤ 安全安心な川づくりの推進
⑥ 広瀬川の水の有効な利活用
⑦ 水辺空間を楽しめる取組みの推進
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　仙台市の市街地は広瀬川中流域の河岸段丘上に発達し、豊かな自然と瀬や
淵があるなど、他の都市にはない特長があります。
　市民が広瀬川のこうした特長を知り、広瀬川に育まれた恵みを感じること
により、市民主体による環境保全の取組みにつながります。こうした流れが
市民による「自然の恵みを育む“ふるさとの川”づくり」となります。

基本理念 悠久の流れ・広瀬川の自然環境の保全
～自然の恵みを育む“ふるさとの川”づくり～

第
2
章

標
目
と
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す
指
目

広瀬川と仙台市の市街地
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基本理念 広瀬川と共生する暮らしの発見と創出
～治水・利水・環境のバランスがとれた川づくり・まちづくり～

　広瀬川は動植物を育む自然を有しているだけでなく、生活用水や農業用水
などにも利用され市民生活に欠かせないものとなっています。
　また、広瀬川と共にある安全で安心な市民生活の実現には治水、利水、
そして環境の３つの要素が重要です。
　３つの要素いずれかのみを重視するのではなく、関係者で協働し要素間の
バランスを図りながら、広瀬川が市民の身近な存在であることを認識し、広
瀬川の魅力を最大限発揮するよう流域総合水管理※の考え方を踏まえつつ、
仙台市のまちづくりのための川づくりに取組んでいきます。

※令和6年8月30日に閣議決定された「水循環基本計画」において位置づけられた、治水に加え、水利用・
　環境についても、流域のあらゆる関係者が協働し、「水災害による被害の最小化」「水の恵みの最大　
　化」「水でつながる豊かな環境の最大化」の実現を図る考え方のこと。

【出典】内閣官房水循環政策本部事務局ホームページ掲載資料より
　　　　  （https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/about/pdf/r060830_gaiyou.pdf）

第
2
章

標
目
と
姿
の
川
瀬
広
す
指
目

「流域総合水管理」の考え方（イメージ）

健全な水循環の確保

あらゆる関係者による
流域治水
〔　　 〕水災害による

被害の最小化

あらゆる関係者による
水利用

〔　　    〕水の恵みの最大化

あらゆる関係者による
流域環境の健全
〔　　 　〕水でつながる豊かな

環境の最大化

▲

健全な水循環の確保

健全な水循環を確保するため
「流域総合水管理」の考え方で流域マネジメントを推進
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　多くの市民が広瀬川に親しんでいくためには、仙台市の取組みだけでは十
分とは言えず、仙台市と市民が協働により取組み、さらに広瀬川に関わる市
民同士の連携も深めていく必要があります。
　広瀬川は市民生活の近くにある分、川への関わり方や考え方は市民によっ
て多種多様に存在します。その多様性を互いに尊重しながら協働できるよう
な仕組みを作っていきます。

基本理念 市民による連携と市民と行政との協働
～互いを尊重した協働の仕組みづくり～

第
2
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す
指
目

広瀬川１万人プロジェクト河川・海岸一斉清掃
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2　  基本目標と施策の方向

　三つの基本理念に基づき以下の５つの基本目標を定めます。さらに、この
基本目標を達成するための具体的な施策の方向性を示し、この方向性に基づ
く取組事業を市民協働により推進していきます。
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2
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す
指
目
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基本目標 : ⅰ  河川環境の保全と向上

施策の方向 ① 広瀬川流域の自然環境の保全

　自然や生物とふれあい、その魅力と大切さについて学ぶ機会をとおして河
川環境に対する市民の理解や関心を深め、広瀬川流域における動植物など豊
かな自然環境を保全します。

　例：多自然川づくりや水生生物の観察学習など

❸
① 竜ノ口堰堤の切欠き魚道　② カジカガエル観察会

施策の方向 ② 広瀬川の清流の保全

　河川環境を保全する取組みにより、水生生物などの棲みかであり、水道や
かんがいなど様々な目的で利用されている広瀬川の清流を保全します。

　例：下水道の整備、広瀬川の清流を守る条例による保全など
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　広瀬川流域の動植物とそれらを育む豊かな自然環境、水環境の保全につな
がる取組みを推進します。

❶ ❷❶ ❷

第
2
章
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指
目
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① 東北工業大学ライフデザイン学部生連携事業（学生との広瀬川歩き）
② 広瀬川ガイドためのスキルアップ講座

❶ ❷

基本目標 : ⅱ  河川と共にある暮らしの実現

　市民生活の多方面に利用されている広瀬川の水資源について、行政と
関係者が連携しながら、流域全体の健全な水循環を目指した取組みを推
進します。

　例：渇水時における河川環境や利水への影響についての検討など

　例：河川教育の導入、フィールドワーク、スキルアップ講座など

hirose_sosei_plan2015_2024_fin02.indd   35 2021/09/16   13:57

　広瀬川が市民の身近な存在であることを再認識してもらえる取組みを推進
します。

　仙台市の教育、子育て、環境などの各部局・団体等とも連携しながら広瀬
川に関する自然環境や市民生活、歴史・文化などについての学びの取組みを
推進します。

施策の方向 ③ 広瀬川の健全な水循環の推進

施策の方向 ④ 広瀬川に関する学びの推進
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章
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